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法
華
玄
義
所
説
の
教
相
に
つ
い
て
は
、
日
本
天
台
に
於
て
、
い
わ
ゆ
る
一
十

教
相
と
し
て
一
箇
の
論
目
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

(『法
華
玄
義
釈
籔
講

義
』
第
十
だ
針
)
。
一
方
、
天
台
教
相
論
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
諦
観
の
五
時

八
教
判
を
以
つ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
既
に
最
近
の
学
会
に
於
て

知
ら
れ
る
通
り
、
関
口
真
大
博
士
に
よ
つ
て
、
「
五
時
八
教
は
天
台
の
教
判
に

あ
ら
」
ざ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
を
契
機
と
し
て
、
法
華
玄
義
の
教
相

論
、
特
に

一
巻
教
相
と
十
巻
教
相
の
同
異
が
論
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
。
一

体
、
智
顕
は
法
華
玄
義
に
於
て
、何
を
我
が
教
相
な
り
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
諦
観
の
五
時
八
教
判
を
考
慮
し
つ
つ
、
一
巻
教
相
と
十
巻
教
相
の
構

造
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。

一
巻
教
相
の
根
性
融
不
融
相
の
原
理
に
基
づ
く
教
相
論
は
、
「錐
復
甚
多
亦

不
出
漸
頓
不
定
秘
密
」
(天
台
大
師
全
集

『法
華
玄
義
』
巻

一
、
二
一
四
頁
、
以

下
は
巻
頁
数
の
み
記
す
)
と
説
か
れ
る
通
り
、
頓
漸
不
定

(秘
密
)
の
三
種
が

主
枢
と
な
る
。
さ
て
、
説
の
内
容
は
、
ま
ず
頓
漸
を
開
し
て
五
段
と
し
、
次
に

不
定
教
を
説
き
、
最
後
に
法
華
を
結
す
る
と
い
う
構
造
に
な
つ
て
い
る
。
頓
漸

五
段
の
各
段
は
概
ね
、
6
三
照
喩
、
口
経
を
掲
げ
、
国
約
法
被
縁
に
よ
つ
て
頓

漸
を
定
め
、
四
約
説
次
第
に
よ
つ
て
五
味
を
配
す
る
と
い
う
構
成
に
な
つ
て
い

る
。
こ
の
五
段
の
説
は
、
 口
経
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
み
れ
ば
、華
厳
、

三
蔵
、
浄
名
、
大
品
、
今
経

(法
華
)
の
五
部
の
次
第
で
あ
る
か
ら
、
諦
観
録

の
五
時
の
分
類
と
同
じ
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
五
時
と
い
う
よ
り
は
、

む
し
ろ
、
鱒
約
説
次
第
の
五
味
の
分
類
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
頓
漸
不
定

を
基
本
と
し
、
五
味
説
に
よ
つ
て
五
段
階
に
開
ら
か
れ
る
の
で
あ
る
。

頓
漸
に
つ
い
て
み
て
み
る
。
第

一
は
、
「如
日
初
出
前
照
高
山
。
厚
植
善
根

感
斯
頓
説
…
…
此
如
華
厳
…
…
約
法
被
縁
得
大
益
名
頓
教
相
。
約
説
次
第
名
従

牛
出
乳
味
相
。」
(巻

一
、
一
五
六
)
と
説
か
れ
る
。
即
ち
、
華
厳
は
頓
漸
に
つ

い
て
み
れ
ば
頓
、
五
味
で
は
乳
味
と
す
る
。
こ
こ
に
頓

と
い
う
も
、
「頓
説
」

は
初
頓
、
頓
か
に
説
く
の
意
で
、機
根
に
関
せ
ず
高
度
の
教
え
を
頓
か
に
説
く
。

こ
の
場
合
、
「頓
説
」
は
乳
味
に
対
し
て
意
味
を
成
さ
な
い
。
「頓
教
相
」
と
い

う
場
合
は
、
「約
法
被
縁
」
で
大
機
の
大
益
を
得
る
方
面
で
、
十
巻
に
い
う
「醍

醐
」
(巻
十
、
五
二
四
)
に
相
当
す
る
。
こ
こ
に
頓
と
す
る
は
、教
説
内
容
と
機

根
と
の
相
応
不
相
応
に
関
わ
る
こ
と
で
、
即
ち
、
五
味
に
よ
れ
ば
、
相
応
す
れ

ば
頓
教
相
で
醍
醐
、不
相
応
な
ら
ば
乳
味
と
な
る
。
諦
観
の
五
時
八
教
判
で
は
、

頓
は
化
儀
で
華
厳
部
で
あ
り
、
「頓
教
相
」
の
方
面
は
説
か
れ
な
い
。

次
に
、
漸
教

(巻
一
、
一
六
八
以
後
)
は
三
蔵
乃
至
法
華
の
四
段
が
説
か
れ

る
。
三
蔵
方
等
般
若
は
、
「漸
教
」
あ
る
い
は
「漸
教
相
」
、法
華
は
「漸
円
教
」

と
説
か
れ
る
。
こ
れ
は
全
て

「約
法
被
縁
」
即
ち
、
教
説
内
容
と
聴
衆
の
機
根

と
の
相
応
す
る
こ
と
に
約
し
て

「漸
教
相
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
法

華
に
つ
い
て
、
「今
法
華
。
是
顕
露
非
秘
密
。
是
漸
頓
非
漸
漸
。
是
合
非
不
合
。

是
醍
醐
非
四
味
。
是
定
非
不
定
。」
(二

一
四
頁
)
と
説
か
れ
る
。
こ
れ
、
漸
頓

に
説
法
形
式

(化
儀
)
と
教
説
内
容

(化
法
)
の
用
法
が
あ
る
如
く
で
あ
る
。

即
ち
、
法
華
は
漸
説
の
第
五
番
自
の
教
え
と
す
れ
ば
漸
の
摂
で
あ
り
、
教
説
内

容
か
ら
す
れ
ば
頓
教
と
す
る
如
く
で
あ
る
。
従
つ
て
、
以
上
の
説
の
中
で
、
頓

漸
を
化
儀
の
み
と
し
て
み
る
な
ら
ば
、
法
華
の
頓
は
成
立
し
な
い
。
教
説
内
容

(化
法
)
と
機
根
と
の
相
応
関
係
に
於
て
漸
頓
が
開
説
さ
れ
る
と
み
る
べ
を
で
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あ
る
。
五
味
説
が
原
理
と
な
つ
て
い
る
。
因
み
に
、
諦
観
録
の
如
く
、
化
儀
の

下
で
は
頓
は
あ
く
ま
で
第

一
時
華
厳
の
み
で
あ
る
か
ら
、
法
華
の
優
位
性
を
示

す
為
に
は

「非
頓
非
漸
」
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
以
上
、
一
巻
教
相
は
頓
漸
不

定
の
三
種
を
主
軸
と
し
、
五
味
説
に
基
ず
い
て
華
厳
乃
至
法
華
の
五
段
が
開
説

さ
れ
る
。
頓
は
、
華
厳
に
於
て
は
説
法
形
式
上

「頓
説
」
、教
説
内
容
と
湛機
根

と
が
相
応
す
る
場
合

「頓
教
相
」
あ
り
と
す
る
。
法
華
は
説
の
次
第
か
ら
は
説

法
形
式
上
漸
で
、教
説
内
容
上
頓
で
あ
る
。
三
蔵
乃
至
大
品
は
漸
説
と
漸
解
で
、

説
法
形
式
と
教
説
内
容
と
が
機
根
に
於
て
相
応
す
る
。
一
巻
教
相
は
頓
漸
不
定

の
教
説
内
容
と
機
根
と
の
相
応
関
係
-
根
性
融
不
融
相
、
五
味
説
-
の
展
開
を

説
く
も
の
で
、
こ
の
意
味
で
、
頓
教
相
、
漸
教
相
、
法
華
漸
頓
と
説
か
れ
る
。

十
巻
教
相

「大
綱
三
種
。

一
頓
。
二
漸
。
三
不
定
。
此
三
名
同
旧
義
異
也

云
云
。
今
釈
此
三
教
各
作
二
解
。

一
約
教
門
解
。
二
約
観
門
解
。」
(巻
十
、四
九

二
)
。智
顎
は
こ
こ
で
、
教
相
の
大
綱
は
頓
漸
不
定
の
三
種
で
あ
り
、
こ
れ
は
名

は
旧
に
同
じ
い
け
れ
と
も
意
味
は
異
る
と
す
る
。
頓
教
は
、
華
厳
・
浄
名
・
大

品
。
法
華
.
浬
繋
等
の
説
を
出
し
て
、
「諸
大
乗
経
如
此
意
義
類
例
皆
名
頓
教

相
也
。
非
頓
教
部
也
。」
と
説
く
。
こ
こ
に

「頓
教
相
」
と
い
う
の
は
教
説
内

容
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
り
、
「頓
教
部
」
と
は
所
謂
南
三
北
七
の
華
厳

の
み

を
頓
と
す
る
説

(巻
十
、
三
九
三
)
を
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
智
顕

が

「頓
教
相
」
と
い
う
の
は
、
前
に

「此
三
名
同
旧
義
異
也
」
と
主
張
せ
る
と

こ
ろ
の
も
の
で
、
一
巻
教
相
の
言
を
か
り
て
い
え
ぱ
、
「約
法
被
縁
」
で
頓

の

大
益
を
得
る
方
面
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
漸
教
は
、
「如
浬
葉
十
三
云
。
従
仏
出

十
二
部
経
。
従
十
二
部
経
出
修
多
羅
。
従
修
多
羅
出
方
等
経
。
従
方
等
経
出
般

若
。
従
般
若
出
浬
契
。
如
此
等
意
是
漸
教
相
也
。」
と
説
明
す
る
。
即
ち
、漸
教

相
と
は
、
機
根
に
相
応
し
て
漸
々
に
諸
教
が
説
か
れ
る
相
を
い
つ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
機
根
と
教
法
と
の
相
応
関
係
の
次
第
を
記
せ
る
も
の
で
、
一
巻

教
相
に
は
問
答
を
出
し
て
、
「問
既
以
五
味
分
別
。
那
同
称
漸
。
答
約
漸
得
明

五
味
耳
。」
と
い
つ
て
い
る
如
く
、
漸
教
相
の
次
第
と
五
味
相
生
説
と
は

一
体

の
関
係
に
あ
る
。
十
巻
教
相
で
は
第
一
大
綱
章
を
寛

つ
て
、
第
二
引
三
文
証
章

で
、
頓
教
相
漸
教
相
を
開
い
て
、
初
頓
乃
至
第
五
時
教
と
す
る
。
こ
の
分
類
は

一
巻
教
相
と
同
じ
い
。
初
頓
は
華
厳
、
以
下
三
蔵
よ
り
法
華
に
至
る
ま
で
は
漸

に
摂
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
法
華
は

「円
頓
法
華
教
」
(
五
四
五
頁
)
と
説
か
れ

る
。
十
巻
教
相
に
於
け
る
智
顎
の
立
場
は
、
華
厳
の
み
を
頓
と
す
る
こ
と
へ
の

論
難
で
あ
つ
て

(巻
十
、
三
九
八
、
明
難
)
、
大
綱
の
章
の
頓
教
相
が
智
顕
の

主
張
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
説
の
次
第
に
配
し
て
説
く

と
き
は
、
一
巻
教
相
も
同
じ
く
、
初
頓
華
厳
、
法
華
漸

・
頓
、
第
五
時
教
円
頓

法
華
教
と
説
か
れ
る
。
こ
れ
は
、
根
性
融
不
融
相
の
判
別
原
理
、
五
味
説
に
基

づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
華
厳
は

「初
頓
」
で
機
根
に
関
わ
り
な
く
説
か
れ

た
も
の
で
、
初
心
の
人
は
初
味

(乳
味
)
、当
体
円
頓
得
悟
の
者
は
醍
醐

(巻

十
、
五
二
四
)
、頓
教
相
を
有
す
る
。
法
華
は
漸
の
後
、機
根
の
融
ぜ
る
者
に
説

か
れ
た
円
頓
教
で
あ
つ
て
、
華
厳
と
斎
し
い
も
の
で
あ
る

(巻
十
、
五
四
八
)
。

こ
れ
一
巻
に

「漸
頓
」
と
説
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。

 
以
上
、
法
華
玄
義
の
教
相
論
は
頓
教

(相
)
・
漸
教

(相
)
・
不
定
教

(相
)

の
三
種
と
五
味
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
。
教
は
得
益
を
目
的
と
し
、
得
益
は
教
と

機
と
の
相
応
の
上
に
成
立
す
る
。
頓
漸
不
定
の
相
は
教
と
機
と
の
相
応
如
何
に

よ
つ
て
成
立
す
る
。
華
厳
乃
至
法
華
の
次
第
は
教
自
体
の
優
劣
次
第

で
は
な

く
、
機
に
五
味
の
差
別
が
あ
る
故
に
、
頓
漸
不
定
が
具
体
的
に
開
説
さ
れ
る
と

見
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
、
一
巻
教
相
と
十
巻
教
相
は
別
の
も
の
を
説
い
た

も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。
従
つ
て
、
こ
れ
を
単
に

「五
時
」
と
し
、
こ
の
下

に
頓
漸
不
定
を

「化
儀
」
と
し
て
図
式
化
す
る
教
相
論
で
は
玄
義
の
教
相
は
説

明
で
き
な
い
。
(右
に
於
て
、
不
定
に
つ
い
て
の
論
述
は
割
愛
し
た
)
。

法

華
玄
義

に
於
け
る
教

相
に

つ
い
て

(
池

田
)
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四
三
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